
13:30～17:00 ＠梅田センタービル内会議室

2026.2.13(金)

参加者 47名(オンライン含む）

サーキュラーエコノミービジネスフォーラム
～作り手と販売・サービスの担い手が考える、循環価値の伝え方～
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本フォーラムは、サーキュラーエコノミー（CE)の実現に向けた取組「Rethink Design プロジェクト」の一環として実施しました。

モノの使い方や捨て方を見直し（＝Rethink)、ビジネスとしてDesignしていく第一歩は、製造事業者と販売・サービス事業者とが接

点を持ち、関係性を築くことです。その出会いの場として位置づけた本フォーラムに関してご紹介します。

(出所)株式会社たがやす提供 グラフィック資料
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近畿経済産業局では、「つくる」「うる・かう」「つかう・まわす」「もどす」といったサプライ

チェーンの各段階で、ものの使い方や捨て方を見直しCEに挑む事業者のコミュニティ形成を通じ

て、新たなビジネス創出を目指す Rethink Design プロジェクトを推進。

Rethink Design プロジェクト

プロジェクト
サイト
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イントロダクション

Circular Economy Hub編集長 那須 清和氏から、CEの専門家の立場から、循環型の製品やサービス

が消費者に正当に評価されるためのコミュニケーションの取り方等についてお話いただきました。
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CEの実践者（販売・サービス関連事業者）による事例紹介

登壇者

・(株)斗々屋 代表取締役社長 梅田 温子 氏

・JR西日本SC開発(株) カンパニー統括本部 未来価値創造部 岡本 昂介 氏

・GOOD NATURE HOTEL KYOTO 総支配人 北田 萌子 氏

・無印良品 イオンモール橿原 副店長 北之園 学 氏

(出所)株式会社たがやす提供 グラフィック資料
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販売・サービスの立場から、CEにどのような想いで取り組んでおり、消費者に届けたい価値をどの

ように伝えているのか等コミュニケーションの手法について、トークセッション形式でお話を深めて

いただきました。

トークセッション

(出所)株式会社たがやす提供 グラフィック資料
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トークセッション

(出所)株式会社たがやす提供 グラフィック資料
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参加者(製造事業者等)と登壇者(販売・サービス関連事業者）が２グループに分かれ、これまでの

プログラムに関する感想を共有しながら、活発な意見交換がなされました。

互いに課題感を感じている部分において連携する余地がないか、回収や情報発信時においてどのよ

うな工夫を行っているかなど、業界や業種の垣根を越えてノウハウを共有するネットワーキングの機

会となりました。

グループ対話・交流会
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グループ対話・交流会

(出所)株式会社たがやす提供 グラフィック資料
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Rethink Design プロジェクト ステートメント
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